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アセトアルデヒド（CAS no. 75-07-0） 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

アセトアルデヒドの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、視

床下部－下垂体－生殖腺軸への作用(テストステロン合成阻害)を示すことが示唆された。 

 

(１)ライディッヒ細胞への影響 

 Santucci ら(1983)によって、アセトアルデヒド５、10μM(=225、441μg/L)に１時間ばく露した雄

ラット由来ライディッヒ細胞(60日齢成熟雄Wistarラット由来一次培養細胞)への影響が検討さ

れている。その結果として、５μM(=225μg/L)以上のばく露区でヒト絨毛ゴナドトロピン刺激性

テストステロン産生量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用(テストステロン合成阻

害) 
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（平成 26年度第 1回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 参考資料 2-3より抜粋） 
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